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研究実績の概要

マイクロアレイの結果，きぼう群でDMP1の有意な
増加がみられ，GSE解析では同群でHedgehog，
TGF-βシグナルの亢進がみられた．マイクロCTで
は，きぼう群では骨量の有意な増加がみられ，組
織学的にも同様の結果が得られた．また、IGF-1の
増加がみられ，咀嚼による影響が考えられた．一
方，きぼう群ではSPP1の上昇がみられたが
RANKL-RANKシグナルの亢進はみられず，TRAP
染色で破骨細胞数の増加はみられなかった．

月の重力での生活において顎骨は吸収ではなく，
形成に働き，それには咀嚼が影響していることが
考えられた.

現在までの達成度、今後の研究の推進方策 等

すべてのサンプル解析ができていないため順次検
体数を増やしていく予定である．また，舌の解析を
進めている．

将来的には宇宙へ行く人間が飛行前にどのような
口腔管理をすべきか，飛行中の有効な歯周疾患予
防法の開発などにもつなげたいと考えている．
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